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Ⅰ は じめに

近畿地 方 で は西 国巡礼, 四 国地方 で は四 国遍 路な ど, 全 国

にさ まざ まな霊 地 を巡 る風 習が あ る｡ 本 論で は 神仏 の ま つ ら

れ た霊地 が結ばれ た も の を ｢ 霊 場｣ と し
, 霊 場にあ る札 所 を

巡拝 す る こ と を ｢ 巡 礼｣ とす る ｡ 類 似の 習俗 は
, 地域 や 文化

の 違 い を超 えて 普 遍 的 にみ られ る｡

霊 場に ゆか り あ る諸尊の 名を 冠す る寺 院 は多数あ る｡
｢ 観

音｣ 寺 は全 国に
,

｢ 薬師｣ 寺 は中央 の 近畿か らや や遠 い 地 に ,

｢ 不動｣ 寺や ｢ 地 蔵｣ 寺 は, お よそ 中国
･

四 国以外 の 地 に 分

布 が 多い
｡ しか し霊場に 限 っ て そ こ に ま つ られ る本 尊か らみ

ると, 観音 は 全国 に
, 薬 師は 中央 の 近畿 に, 不 動 は 中央 か ら

離れ た周辺地域 に
, 地蔵は特定 の 地域 に集中する (田上善 夫,
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2 0 0 3) ｡ こ の よ うに
, お よそ諸尊名の 寺院分 布は全 国的で ある

の に対 して
, 霊 場本尊の 分 布は地 域 的 に偏 り, 両者の 分布は

同 じで はな い
｡ す なわ ち, こ の 分 布 の 相異 は

, 個 々 の 霊 地 と

い うポイ ン トと
,

霊 場と い うそ の ネ ッ ト ワ
ー ク の 間 の 差 に起

因する と考 え られ る｡

霊 場 の 典型 の
一

つ 西 国霊 場 な どで は
, 本 尊と して 観音が ま

つ られ る｡ 同 じく霊 場の 典型 の
一

つ で あ る四 国霊 場な どで は

阿弥陀 をは じめ
, 観音, 薬 師, 不 動, 地蔵な どがま つ られ る｡

また観音霊 場 で は
, 札所 寺院は 禅系 が 主 で 真言 系 が 次 ぐ｡ 大

師霊場で は
, 真言 系が主 で あるが禅 系や浄土系寺院も多 い ( 田

上善 夫,
2 0 0 3) ｡ す なわ ち西 国霊場で は

, 宗 派 はさ まざ まで あ

るが 観音が 組 られ て い る こ とが基 本 的 に必 要で あ り
,

一

方 四

国霊 場で は本尊は さ ま ざまで あ るが
, 真 言 系寺 院 で ある こ と



が 基 本的 に 必 要で あ る｡ 観 音 や不 動 は, も とも と滝や 岩窟な

どに 租 られ る こ とが 多く , そ こ は修 行の 場で も あり
, 現 世 に

お い て 身近 な存在 で も ある｡ そ の よ うな 場は各地 に 広 く 存在

して も, 霊場 と い うネ ッ トワ
ー ク にな ると きに , 上 記 の よ う

なさ ま ざま な組持と して の 要因がか かわ っ て く る｡

と こ ろで
,

こ れ ら の 霊 地か ら霊 場 と い うネ ッ トワ
ー

ク が 全

国各 地 に 生 まれ た の は およ そ 中世以 降 で あ る｡ 各地 に 西 国霊

場 の よ うな 観音 霊場が 開創 され , 四国霊 場 の よう な弘 法大 師
二 ｣

く り

霊場 も 開創 され た｡ と りわ け近 世 に は, 小 豆島, 知 多, 篠栗

な どの よ うな写 し霊 場が全 国 各地 に 開創さ れた ｡ さ らに 現 代

に お い て も全 国各 地 にさ まざ まな霊 場 が開 創さ れ て い る｡ お

そ ら く霊地 の 数は 時代 に よる変化 は小 さ い が, 霊場 は 時代 に

よ り大 き く変化 して い る｡

こ の よ うに 霊 場 が 開創さ れ る こ と は, 単
一

地 点 で の 参拝 か

ら, 複数地 点で の 巡拝と い う,
よ り広 域で の能動的 な行動 -

の 変化 で ある ｡ そ れ に は 経済 的 ･ 社会的 な影響 が あ る こ とは

無 論で あ るが
, 背景 に 人 々 の 自然 や 神仏 - の 観念 の 変化 があ

る こ と を示 して い る ｡ 本 論 で は霊 場の 開創 が 意味 するも の の

解 明 を 目的 とす るが
,

霊 場 に は千 差 万別 の もの が あ るた め
,

まず現地 調査 か ら現在 の 霊場の 実態 を把 握し, 次に 全 国の 霊

場 に つ い て 形 態や 立 地 の 要因 を分析 し
,

さ らに 開創と展 開 に

つ い て 時 代 的背意 より検 討 を行 うo

Ⅱ 霊場の概観とその分析方法

1) 現在 の 主要霊 場

全国 に はさ まざ まな蓋 場が あ

るが, 塚 田芳雄 に よれば 新西 国

霊 場 は533 , 新 四国霊 場は35 7 あ

ると い う (豊 島和 子, 1 9 9 5) ｡ ま

た地方 により霊場 に違 いが あり,

三 十 三 ケ所 霊場 は近 畿より東が

8 3 に 対 し西 は39 しかな く
,

八 十

八 ケ所 霊 場 は関東に 多 い が 束北

で は少 な い (表 1 ) 0

全 国霊 場巡 拝事典 (大法 輪閣

編,
1 9 9 7) や日本巡礼ガイ ドブ ッ

ク (大路 直哉
,

2 0 0 1) に収 録 さ

表 1 霊場 の 地域 性

三 十三 ヶ 所 八 十八 ヶ 所

霊場 霊場

東北 1 7 1

関東 3 3 1 5

中部 3 3 9

近畿 2 4 2

中 国 1 3 7

L四 国 7 4

九州 1 9 6

計 1 4 6 4 4

新城 常_
i

_
(1 9 8 1) よ り貨計

れ て い る霊場 をまと める と,
坐

国 に は 観音 霊場77 , 大 師霊 場37
, 不 動霊 場1 2

, 薬師霊 場12 ,

地蔵霊場8
,

十 三 仏 霊場1 0 な ど1 56 の 主要霊 場が あ る｡ これ ら

の 霊場 に 属 す る寺 院 は
,

延 べ6 , 8 9 1 で ある (表 2 ) 0

2) 霊場 の 分 析

各種 の 霊 場 も霊 地 と し て の 寺院 と
, それ らを札 所 と して 巡

礼 す る こ と に よ り成 り立 ち,
これ ら の 事例 を第 Ⅲ 章 で 明 らか

に す る｡ 霊場 に は規模 の 大小 , ある い は巡 拝 路 の 長短 に
,

さ

ま ざまな も の が ある ｡ こ う した規 模の 違 い は, 霊 場の 性格 ,

巡 礼 の 形 態, 開創 の 由来 等 々 に も つ なが る と考 え られ る｡ 徒

歩で の 巡 拝 に 要す る時 間か ら, 日帰 り で 済む 小規 模 霊場 , 宿

泊 を必要 とする 中規 模霊 場, 長 期休 暇 な い しは休 職 を要 す る
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大 規模霊場,
な ど の 規模 に 分 けて み る こ とが で き る｡ これ ら

の 時 間は巡礼 に 赴く準 備や 目的 が異な ると考 えられ るた めに ,

各 規模 の 若 干 の 事例か ら現 在 の 霊場 の 実態 を 明 らか に す る｡

な お寺 院の 境内な どに 箱庭 の よ うに , 三 十 三 な い し八 十八 の

石 仏が ま つ られ るが
, それ ぞれ が 連続 的 で あ るた め

,
霊場 の

対 象 に 含めな い こ と に す る｡ ま た 中世 よ り代表 的 な霊 場の L] l

か ら坂 東と秩 父, 近世 以 降 に盛 ん に な っ た霊 場の 中か ら篠栗

と知多 を, 事例と して 含め た｡

次 に全 国百 数十 ケ 所 の 霊場 を 分析す る こ とに より, 統計的

に み た霊 場 の 特 色 を, 第Ⅳ 章で 明ら か に する｡ まず霊 場 を構

成す るポ イ ン トと して の 霊地 ･ 札所 の 立 地環 境に つ い て
, と

く に そ の 地形 を傾斜 と斜 面 上の 位置 に つ い て 分析 する｡ 霊場

は こ れ ら の 霊 地 がネ ッ トワ
ー

ク 化され たも の で あ り, 巡 礼絡

の 空 間 的形 態 に は, そ の 潜在的 な性格 が 反映され て い る｡ ま

た こ れ らの 霊場は特定 の 地域内に お い て も複合的 に 存在 して

お り, こう した全国分布に は, 霊場間 の 相互関係が示 され る｡

最後 に それ ら の 時 間的 な変動
,

と くに 霊 場 の 種 類 と開創の J
/

i三

代 な どに つ い て 分析 す る｡

とく に 地 域内に 霊 場 が複合的 に 存在 す るよ うす に は, 国内

で も地 方 ごと に 差 異が あ り
,

時代 的 に も顕 著 に 変化がみ られ

る｡ 霊 場 とそ の 巡 礼 に は, ま つ られ るも の や巡 拝 の あ りか た

などに
,

民 間信仰 ある い は習俗 と して の性格が含まれて い る｡

その た め霊 場は多様な性格 をも ち仏教 そ の も の と はや や異 な

るが, 霊場 を構成 するも の は 基本 的 に 寺 院で あ り, そ の 開 創

や 展 開 は
, 当時 の 仏教 の あ りか た と 深く かか わ っ て い る｡ そ

の た め第Ⅴ 章で は, 霊 場と仏 教の か かわ り に つ い て
, 仏教の

時代 的変遷 に も とづ い て 検討 を行 う ｡

Ⅲ 霊場の規模別分類とそれぞれ の特色

1) 小規 模な観音 ･ 大 師霊場

倶利 伽 羅峠三 十三 観音

旧北 陸道 の 倶 利伽羅 峠をはさ ん で , 石 川 県河 北郡 津幡剛竹

橋か ら, 富 山県小 矢部 市石 坂 の 間 に
, 倶 利 伽羅 峠三 十 三 観音

が ある (図1 ) ｡ 倶利 伽羅 峠三 十 三 観音は
, 倶利 伽羅長 楽寺 の

秀 雅上 人 に よ り
, 慶長 年間に 設 置 され た と伝 え られ る ｡ ただ

し残さ れた 石像が 寄進 され た の は
, 嘉永年間 (1 8 4 8-1 8 5 3) で

ある｡ 現在第1 番 は津幡 町倉 見の 専修 庵 に あ り, 第33 番 は小 矢
フ

部 市埴 生の 医王院に あ る (図 2 ) ｡ 医 王院は南西か ら北東に伸

びる 小丘 陵の 突端 部付 近 の 若宮古墳と い う 6 世紀 初頭に 作 ら

れ た 全長5 0 m の 前 方 後 円墳 の 前 に 建 つ ｡ 浄 土宗に 改宗 され 以

前は真言 宗 で , 薬師 如来 を本 尊 とす る ほ か に 僧形 八 幡,
阿弥

陀如 来, 闇魔 大 王 ,
1 1 体 の 観音, 地 蔵な どをま つ る ｡

観音 像は現在 も33 体残 されて い る ことが確認され て い る ( 久

世嘉太郎,
1 9 9 8) ｡ 現 在 の 位 置 は特定箇所 に 集 中 して お り, 脂

番 と して もやや 不 自然 で ある｡ これ が そ の 後 の 大 きな移 動 に

よ る もの で あ り, 本 来 は 旧北陸 道 に 沿 っ て 置 か れ て い た の な

らば
,

庄川 町 一 砺 波市の 中筋往 来や 福光町
一 金 沢市 の 殿 様道

に 沿 っ た 三 十 三 観 音 と同様 に , 街 道沿 い に ま つ られ た霊 場 と

い う こ と に な る｡



地方霊場 の 立地環境 と展開に つ い て

表2 主要霊場 一 隻

争西 国( 観音) 霊 場,
四国( 八 十八 ヶ 所) 霊場 , ◎不動霊 場, 毒害薬師霊 場 ,

-

｡ 地蔵霊場
,

○十三 仏霊場

墓 悪 書
寺
院
総
数

総
延
長
k

最
多
本
尊

最
多
宗
派

開
創
年
代

北海道 ⑳ 北海道二十三観音霊 場

北海道 ◎ 北侮道三十六不 動尊霊場

東北 ◎ 奥州三十三観音墓場

東北 ⑳ 津軽三十三観音霊場

東北 ◎ 秋LU 二十三観音霊場

東北 ⑳ 最上 三十三観音墓 場

東北 ⑳ 置賜三十三観音霊 場

東北 ◎ 庄内三十三観音霊 場

東北 ゆ 会庸三十三観音霊場

東北 ◎ 会磨こ ろり三 観音霊場

東北 ⑳ 信連三十三観音霊場

東北 ⑳ 東北三十六不 動尊霊場

東北 ◎ 会席五 色不動尊電場

東北 山形百八 地蔵尊霊場

東北 ○ 山形十三 仏書場

関東 ⑳ 坂東三 十三観音霊場

関東 ⑳ 秩父三 十四観音霊場

関東 ◎ 那 須三 十三 観音電場

関東 静 下野三 十三 観音電場

関東 ⑳ 高崎観音六 観音霊場

関東 ⑳ 狭山三 十三 観音霊場

関東 ◎ 児∃二 三 十三 霊場

関東 ◎ 行徳三 十三 観音霊場

関東 ⑳ 安房三 十四 観音霊場

関東 ⑳ 新上 総国二 十三 観音霊場

3 3 2 1 15 近代 真言 観音

3 6 16 6 8 現代 真言 /

:∃3 8 2 5 中世 雑 観音

3 3 3 2 3 近世 他 観音

3 3 8 3 4 中世 禅 /

34 2 3 0 中世 天 台 観音

33 4 4 6 / 真言 観音

35 3 8 7 / 禅 観音

34 I 18 近世 手早 観音

3 2 6 / / 観音

33 11 0 近世 禅 観音

36 12 2 5 現代 真言 /

5 104 現代 真言 /

10 8 4 5 7 現代 / /

13 3 72 現代 裡 阿弥陀

3 3 8 9 9 中世 真言 観音

3 4 62 中世 禅 観音

3 3 1 60 近世

3 3 22 2 /

6 0 /

3 3 2 6 /

3 3 7 0 現代

3 4 3 1 /

真言 観音

真言 観竜

真言 観音

/ 観音

真言 阿弥陀

浄土 観音

3 4 1 62 中世 真言 観音

3 3 25 9 / 真言 観音

関東 ⑳ 昭和新撰/L 戸三 十三 観音電場 3 4 q l 現代 浄土 観音

関東 ⑳ 武蔵野 三十三観音霊場 3 4 8 8 近代 真言 観音

関東 車 鎌倉三十三 観音穿場 3 3 19 近代 浄土 観音

関東 ⑳ 旧小机領三 十三 所観音電場 3 3 8 3 / 真言 観音

関東 ⑳ 津久 井観音霊場

関東 ⑳ 三浦三十三観音霊場

関東 ⑳ 新上 州三 十三観音

関東 相馬 霊場八 十八 ヶ 所

関東 関東八十八 ヶ 所霊場

関東 埼東八十八 ヶ 所霊場

関東 印西 大師講

関東 御府= 内八 十八 ヶ 所霊 場

関東 多f肇八十八 ヶ 所霊場

関東 奥多摩新四国八十八 ヶ 所霊場

関東 王川 八十八 ヶ 所電場

関東 ◎ 北関東三 十六 不動尊電場

関東 ◎ 関東三十六不 動尊霊場

関東 ◎ ~h 色 ( 東都五 限) 不動尊

関東 ◎ 武相不動尊霊場

関東 宅: 武相寅歳薬師如来霊場

関東 ;; 武南十二 薬帥宝 場

関東 J二戸六 地蔵

関東 鎌倉二 十四地蔵墓場

関東 ○ 秩父十三仏電場

関東 ○ 鎌倉十三仏霊場

北陸 ◎ 北陸三 十三 観音寺場

北陸 ◎ 越後三十三観音霊場

北陸 ⑳ 佐渡西 国三 十三 観音霊場

北陸 ◎ 能登 国三 十三観音墓 場

北陸 ◎ 名狭三十三観音霊 場

北陸 弘店大師越後廿- ケ所霊 場

北陸 佐渡新四国八 十八 ヶ所霊場

北陸 ◎ 北陸不動尊電 場

東海 ◎ 信虞二十三観音霊場

東海 ⑳ 甲斐国三 十三 観音霊場

東侮 ⑳ 恵那 二十三観音霊場

東癌 ⑳ 美膿三十三観音寺場

東海 * 飛騨三十三観名宝場

東海 ⑳ 益田三 十三観音霊 場

東i毎 ◎ 伊豆横道三 十三観音霊 場

東海 * 遠州三 十三 観音霊場

東海 ⑳ 駿河三 十三 観音霊場

東海 ⑳ 遠江三 十三 観音霊場

東海 ○ 尾張三 十三 観音霊場

東海 ⑳ 三河 三 十三 観音霊場

東虚 ⑳ 南知多三十三観音妻場

磨

東

東

泉

東

夷

東

侮

南

海

南

海

病

癖

◎ 伊勢西 国三 十三 観音霊場

⑳ 東庖=白寿三 十三 観音墓場

43 12 2 近世 短 観昔

3 3 6 8 / 禅 観音

34 3 0 8 現代 貴言 /

89 16 2 / / /

88 2 4 13 現代 頁言 阿弥陀

88 10 5 近世 / 不動

89 5 40 / / /

90 6 7 9 近世 真言 阿弥陀

8 7 2 2 6 近世 真言 不 動

9 1 8 2 5 近世 真言 阿弥陀

8 8 1 9 7 近代 真言 阿弥陀

3 6 5 86 現代 真言 /

3 6 6 22 現代 真言 /

b 3 7 / 天台 /

2 8 1 84 現代 真言 /

2 5 52 近世 禅 /

12 20 近世 貢言 /

b 37 :丘世 / /

2 4 4 5 / 禅 /

13 1 15 / 神 阿弥陀

13 17 現代 禅 阿弥陀

3 4 5 1 q 現代 真言 観音

3 3 44 6 中世 真言 観音

3 7 2 18 現代 / 観音

3 4 18 2 近世 / 観音

3 4 13 8 現代 禅 観音

2 1 1 g7 近代 真言 阿弥陀

9 0 3 5 9 近世 真言 阿弥陀

38 6 4 1 現代 真言 /

35 9 5 7 近世 禅 観音

33 3 8 4 中世 神 観音

36 13 7 近世 禅 観音

3 4 2 08 近世 禅 観音

1 3 2 24 / 禅 観音

3 3 99 / / /

33 92 中世 禅 観音

3 3

3 4

3 3

3 3

0 1 現代 禅 観音

2 2 / # & %

1 1 / 禅 /

2 7 近世- 禅 観音

3 7 8 1 現代 f争二L /

3 7 4 2 近代 禅 観音

甲斐百 八 ヶ 所電 場 1 0 q

諏訪八十八番霊場 89

美億新四EE] 八十 八 ヶ 所霊 場 88

伊豆 八十八 ヶ 所霊 場 88

知多新四国八 十八 ヶ 所霊 場 98

3 2 中世

63 現代

王8 近世

6 8 /

0 4 〕丘世

7 7 〕丘代

39 近世

真言 観音

禅 阿弥陀

禅 阿弥陀

/ /

禅 観音

禅 阿 弥陀

禅 阿 弥陀

位~ 種
置 類

総
延

長
k

東海 三河 新四国霊場

東腐 :
{

三重四 国八 十八 ヶ 所霊場

東侮 ○ 東海三十六 不動尊電場

東海 ◎ 三河 三 不動霊場

東海 頭 遠/L 隣十九 薬師憲場

東海 ≡藁暑 中部四十九薬師霊場

東侮 も喜 東海四十九薬師霊場

近畿 ◎ 西 国三十三観音霊場

近畿 ⑳ 新西 国三 十三 観音霊場

近鼓 ◎ 近江 三十三観音霊場

近畿 ⑳ 綾部三十三観音墓場

近畿 ⑳ 洛西三 十三観音霊場

近畿 ⑳ 丹波国三 十三 観音霊場

近畿 ⑳ 天 田郡三 十三 観音篭場

近畿 ◎ 河内西 国三十三観音霊場

近畿 ⑳ 大阪三 十三観音霊場

近畿 ⑳ 明石 西 国三十三観音宝 壕

近畿 ◎ 淡路西 国三 十三観音霊場

近畿 ○ 和歌山西国三 十三観音霊場

近畿 ○ 播磨西国二 十三観音

近畿 摂庫国八十人 ヶ 所墓場

近畿 大和新四国八十八 ヶ 所霊場

近畿 淡路四 国八 十八 ヶ 所霊 場

近畿 伊賀四 国八 十八 ヶ 所

近畿
､

◎ 近畿三十六 不動尊電場

近畿 璽 西国薬師霊場

近畿 醸 播州薬師霊場

近畿 ･

芸芸 顔路四十九薬師霊場

近畿 京都六地蔵めくり

近畿 何泉 二 十四地蔵霊場

近畿 神戸 六地蔵霊場

近畿 但馬 六十六地蔵霊場

近畿 ○ 京都十三 仏霊場

一厘畿 ○ お おさか 十三 仏霊場

近畿 ○ 淡路島十三仏電場

近畿 ○ 大和十三 仏霊場

近畿 ○ 紀伊国十三仏霊場

中国 ◎ 中国観音霊場

中国 ◎ 顔戸内三 十三 観音霊場

中国 ◎ 伯者三 十三観音霊場

中国 ⑳ 因幡二十三観音霊 場

中国 ⑳ 松江三 十三観音電場

中国 ⑳ 出雲二 十三観音電 場

中国 魯 石 見隻茶羅観音寄場

中国 ◎ 長門三 十三 観音霊場

中国 ⑳ 周防三 十三 観言霊 場

中国 ･ 高野山真言宗美作八十八 ヶ 所葛湯

中国 広 島新開国八十八 ヶ 所霊場

中国 児島四 国八 十八 ヶ 所霊 場

中国 神 島八 十八 ヶ 所霊場

中国 因島八十八 ヶ 所霊場

中国 周防大島八 十八 ヶ 所墓場

中国 東 園幡薬師霊場

中国 軍 出雲十大薬師霊場

中国 ･

夢 中国四十九薬師

中国 松/⊥ 六地蔵

中国 O uj 雲国十三仏霊場

匹l国 ⑳ 阿皮西国二十三観音急場

LJt]国 ⑳ 讃岐三十三観音霊場

四国 ◎ 伊予道前道後十観音霊場

四国 四国八 十八 ヶ 所霊場

四 国 四 国別格二十書場

四 国 新四国隻茶羅霊場

四 国 - に い は ま新四 国八 十八 ヶ所霊 場

四 国 小 豆島八十八 ヶ 所霊場

四 国 伊予大島八 十八 ヶ 所霊場

四 国 ⑳ 四 国三 十六 不動霊 場

四 国 三≡キ 伊予 十二 薬師霊 場

LJB 国 ○ 伊予 十三備蓄場

九州 ○ 九州西 国三 十三 観竜霊場

九州 魯 国東三十三観音霊場

九州 ◎ 相良三十三観音霊場

九州 ⑳ 山鹿三十三観音霊場

九州 篠栗八十八 ヶ 所霊場

九州 壱岐四国八十八 ヶ 所霊場

九州 九 州八十八 ヶ 所霊 場

九州 ○ 九 州三十六不 動霊 場

九 州二十四地 蔵尊霊場

- 3 7 -

9 0 1 b2 1引軒 /争土 阿弥陀

9 3 4 1 0 現代 真言 観音

3 6 6 2 2 現代 実害 /

3 5 1 現代 真言 /

5 0 11 q 一正世 禅 /

5 1 7 05 現代 禅 /

5 4 8 0 7 現代 神 /

3 6 b8 2 中世 真言 観音

3 8 70 3 近代 真言 観一旨

3 3 2 8 7 近世 大 台 観音

39 1 47 q ] 世 禅 観音

二∃6 42 中世 浄土 観音

3 7 28 3 ユ引当 禅 観音

3 4 18 7 / 禅 観音

3 8 1りり / 浄土 観音

3 3 2 4 / / /

3 3 7 7 / 天台 /

3 3 1 4 l rT 1 牡 真言 観音

3 6 5 7 /

3 4 2 q 5 近世

88 2 2 2 1正世

1 0 1弓 2 40 近他

1 03 2 3 3 近世

90 3 87 点tLi

浄土 観音

真言 /

貴言 観寓

実意 阿 弥陀

真言 阿弥陀

真言 /

36 5 8 7 現代 真言 /

4 9 9 5 3 現代 真言 /

2 1 2 1 5 現代 天 台 /

5 0 1 8 5 中世 真言 /

6 2 4 中世 / /

2 4 79 中世 真言 /

7 34 現代 真言 /

7 0 4 1 5 / / /

13 3 り1 現代 真言 阿弓卯巨

13 68 現代 真言 阿弥陀

13 93 現代 真言 阿弥陀

13 1 7 4 現代 真言 阿弥陀

2 1 4 0 4 / 真言 阿幼､ 陀

3 7 88 3 現代 真言 観音

3 3 3 6 9 現代 真言 観召

3 3 18 8 近世 禅 観富

3 4 2 11 近世 雑 観竜

3 3 7 5 / # /

3 4 18 8 中世 禅 観音

4 b 3 16 / 真言 /

3 3 3 19 / 禅 観音

3 3 15 1 / 棒 観苫

88 3 6 5 現代 真言 観音

89 4 9 9 近世 真言 阿釧5
'

t

88 2 4 4 近世 真言 観[.

'
f

88 9 近世 / 観音

9 7 3 2 近代 / 観音

8 8 1 q l 近代 /争1 阿弥陀

3 0 2 7 4 現代 禅 /

王0 4 t / 禅 /

4 9 1 1 4 3 現代 禅 /

6 9 / / /

13 94 現代 真言 阿弥陀

3 3 3 8り / 真言 観音

3 4 2 4 1 中世 真言 観音

10 1 q2 / 頁言 観音

0 6 8 73 中世 専言 観音

2 0 50 0 現代 真言 地蔵

8 8 89 1 現It . 真言 阿弥陀

8 8 12 3 / / 地蔵

94 1 1 0 近世 真言 阿 弥陀

8 8 60 近世 / 観音

36 5 43 現代 真言 /

12 75 現代 貢言 /

1 5 12 4 / 真言 阿弥陀

33 6 q3 中Iil 天 台 観首

34 1 68 / 天 台 /

3 4 1 4 9 中Lu / 観音

3:∋ 48 / / 観音

89 1 85 近世 真言 観音

8 9 1 09 近代 禅 阿弥陀

q3 1 6Ⅰ9 現代 莫言 不動

36 9 5 8 現代 真言 /

2 4 3 6 1 現 代 責言 /
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なお 小矢 部か ら北 東に 離れ た高岡ri
=

1 柴野 の 守 善寺にも, 石

造 の や や 大 きな 千手 観音 が ま つ られ て い る｡ 街道 沿 い で は な

く山間 に 入るた め, 本来 の 位置 を示 して い るの か 不明で あ る｡

これ に は十六 番山城国清 水寺 の 名 と天 文二 十 - (1 5 5 2) の 道立

年が刻 まれ る (京田良志,
1 9 7 6) ｡ また氷 見の 上 目寺 にも戦国

末 の 二 十三 観 音 が ある｡ 倶利 伽 羅峠と こ れ らの 時代 は大 き く

隔た るが
, なお先 行す る観音像が 存在 した可能性 も残され る｡

篠島の 山弘 法様

愛知県知多郡 南知 多町篠島は, 知多半島南端 の 師崎 か ら3

k m の 沖合に ある, 南北約 2 k m の 小島で ある
｡ 篠島は古くは

伊勢 神宮領で あり, 現 在も転年神宮 に御 幣 鯛 を奉納す る とい

い
, 伊 勢 と の つ な が りの 深い と こ ろで あ る｡ 島の 中央 に は神

明社が 鎮座 す るが, 神社 の 禰宜は現 在 は烏 を離 れ て 束京に い

る と い う｡

篠鳥の 中に はさ らに小さな 八十八 ケ所 があ る｡ この 八十 八 ケ

所 は ‥ 島の 弘 法さ んあ る い はl_
Ll弘 法様 ともい わ れ る (図3 ) ｡

い つ ごろ か ら の も の かは 不明 と い う｡ 島の 古老 の 子供 の こ ろ

に は, FL] 三 月 二 十一
一 日に み なで まわ り

,
巻 い たお すしを 島の

南 部 の 中学校 の あた りで 食べ た とい う｡
こ の 八+ ^ ケ所 は

,

昭和3 0 年代 より ‥
島内 の 松寿 院, 正 法寺, 医徳院 , 西 方 寺 の

4 寺院で 22 ケ 所づ つ 管革製 修 理 がされ るよ うに な っ た｡ 島の

小学校付近 で は
,

上 のILf道か ら20 m ほ ど 下の 道 に降 ろ した (図

4 ) o

なお 3 月2 0 , 2 1 日を弘 法様 とよん て
, 弁 当 ･ 酒 をも っ て 八

十八 ケ 所 詣 り をす る こ とが 紹介され て い る (篠 島観 光 協会,

1 9 8 3) ｡ また それ ら の10 体 ほ どが,
｢ 地蔵｣ と し て 紹 介さ れ て

い る ( 中根 富三 臥 20 0 1) ｡ こ う した巡 拝 に は宿泊 を要 し な い

が, そ の 対 象 は寺院 で はな く露天 に ま つ られた り, ま た高さ

1 m 内外 の 石 亀におさ め られ た石 像 で あ る こ とが 多 い
｡

2) 中規模 の 霊 場と札所 の 特 色

篠栗八 十 八 ケ所

福岡市の 東南 に あ る篠栗 霊場は , 小 豆 島,
知 多と ならぶ 著

名な新L)A 国霊 場で あ る｡ 札所 番号 順 に巡礼 路延 長 を求 め ると

1 8 5 k rn に も なるが , 札 所の 配置が不規 則 なた めで
, 篠栗 は全

体 が 比較的狭 い 盆 地 の 巾に 集 中 して い る (図 5 ) ｡

現在 の 篠栗は
, J R 篠栗線 と2 01 号が通 過 し交通量が多 い

｡ 篠

栗駅 から始めて 戻 る巡 回 コ
ー スが 示さ れて おり, J R 城戸 駅前

の 北 側 には 3 番城 戸 釈迦 堂
,

3 1 番 城 戸文 殊堂 ,
4 5 番 城戸 ノ 滝

不動 堂,
1 番南蔵院,

7 1 番城戸千 手 観音堂
,

6 0 番神変寺が あ

る｡ 谷 底か らの 坂道 の 下部 に納骨 堂 が あり, た くさ ん並 んだ

ボ ッ ク ス は
, 扉 を 開く と位牌 が あ りさ らに 骨 壷 が ある｡ 南蔵

院 は岩 と7k の 渓 谷 を回 遊する よう に 作 られ
,

原 色 に 塗 られ た

不軌 小さ い が 精微 な 羅漢 像 な どが 立 ち並 び, 巨大 な 樫磐 像

の 体 内に は 八 I-^ ケ所 の 砂 が おさ め られ る｡

若 杉 山北 向斜 面に は
,

3 0 番臼] ノ 浦 薮 玉 堂 ,
7 番 田ノ 浦 阿弥

陀 亀 65 番 三 角寺 ,
8 3 番千 手 院,

6 3 番 犬狗 岩 山吉祥 寺 ,
7 5 番

善 通寺 な ど,
い ずれ も樹叢と 水 と岩 を含んだ多く の 札 所が あ

る｡ 斜 面 上部 の 荒日] 高原 に , 多く の 宿泊 施設 があ る｡ 荒田 の

善通 寺は 南蔵 院 と の 係 争 の あとが 消 えず, 多 く の 立看 板や 紛

争 の 経 緯 を 詳 し く記 した 配布 資 料が置 か れ るo

北向斜 面やや 西側 には
,

4 6 番 岡部薬師堂,
6 8 番 岡部神恵院 ,

上0 番 切 幡寺 ,
9 番山王 釈迦 堂,

3 9 番延 命寺 が ある ｡ 荒田 の 旅

館街の 下 方 に 赤い 建物 の 切幡 寺が あり ( 国 6 ) ,
7k 子 供養 の 地

嵐 岩, 木, 滝が脇 に あるが
, 冬季 に は訪れ る人 も多く な い G

こ の 篠栗八 十八 ケ 所は 天保 六 (1 8 3 5 ) 年に 発願され , その

後 に 札所本 尊の 安 置が 進 め られ て
,

安 政 二 (1 8 5 5) 年に完成

した｡ 廃仏穀 釈 で 仏 堂が破壊 され たが
, 明治1 2 年に は仏 堂を

近 く の 寺 院に 所属 させ る 形で 保護 し, さ ら に 明治32 年に は高

野 山か ら南蔵院 を迎 え入れた (野見Llー
‡覚応 ,

2 0 0 2) ｡ 安政則に

は守 堂者は農家で あ っ た が, 現在 も旅 館や 食堂 の 主 人で ある

こ とが多 い
｡ 現在 は2 1 寺 が あるが

, 住 職が い る の は南威院と

遍照 院 の み で あ る｡ 札所 の 番 号 は, 仏 像 完成 順や 願主 の 札所

番号 の 選択 に よ る (豊 島和子 ,
1 9 9 5) ｡ その ため札所 番号 は き

わ めて 乱 雑に 配 置さ れ て お り, 順 路や 位 置 関係を示すもの で

は な い
｡ また現 在で は堂 内に入 っ て お参り をするが 大多数は

住職が おらず, 大型化 した建物 も寺院とはやや 様相が 異なるo

篠栗霊場 は本来 由緒 あ る寺 院 を巡 る こ と に始 まるわ けで は な

い
｡

篠栗 の 各 札所 の 顕 著な特色は
,

そ の 傍 らに斜面を流れ 落 ち

る 渓流や さ ら に 滝 が配 され る こ と で あ る｡ 篠栗 は もと もと項

彦LJ｣ 一福知 山一野 美t_
Ll (春 山) 一若 杉 山一三 郡 山一宝満LLI の

回 峰行 ル
ー

ト中に 位置 し
, 石井 坊 (石 泉寺) と い う竃門山 派

修 験道 場もあ っ て , 半 僧半 俗 の 修 行者が水 垢離 を した と い う

( 豊島和 子,
1 9 9 6) ｡ す なわ ち篠栗 の ほ ぼ 全域が 修行 の 場で あ

り, それ を起 源 とす る霊場 は仏 教的な 装い を と るに せ よ
, 不

動 を は じめさ ま ざま な仏像 が 並ん で ま つ られ る｡
/~し卜八 ケ所

は四 国 の 大師 霊場に もと づく も の で ある が
, そ の ミ ニ ュ チ ェ

ア と い うに は性格 が大 き く異 な るよ うで あ る

秩 父 三 十 四 観 音

埼 玉県西部 に ある秩 父3 4 札所 は, 関東平野 が広 が り盆地 の

少な い 関東地 方 に あ っ て
, 最 大 の 盆地 で あ る秩父盆 地 に ある

(図 7 ) ｡ 秩 父霊 場は, 巡 礼路 は直線 距 離で 計62k m に なり
,

全 て 巡 るに は い ずれ に して も宿泊 しな けれ ばな らな い
｡ 秩 父

付近 の 荒 川 の 谷口 集落 で あ る寄居 に は武州寄居 十 二 支霊 場が

あ り
, 奥武 蔵 の 山地 を越 えた東方 に は武 蔵越 生 七福神な どが

あ るな ど, さ ま ざまな霊 場 が付近 に あ る｡

秩 父 三 十 四観音の 巡 路は, 秩 父市街東方 の 頗I
t

iAB)ll沿 い に
,

北か ら南 - と武甲L山こ向けて 始 まる｡ 第五 番小川 山語 歌登 は,

i
/ レ ＼

,

近 くの 臨済宗南禅 寺派 の 長 興 寺が管理 し
, 准 聴観音が ま つ ら

れ る｡ 朱塗 り の 堂 で
一 夜旅の 僧 と歌 を語 っ た と い う｡

丘陵の

麓に 沿 っ て そ ばな どの 観 光客向 け の 食 堂が 点 在 し, また新 し

い 住 宅も多く , 郊 外住 宅地 の よ うで ある｡ 段 丘面 の 傾 斜が き

つ く, 棚 田状と な っ て い るo 第六番向陽LLE ト雲 寺は曹洞宗 で ,

谷の 少 し奥ま っ たと こ ろに あり,

~F の斜 面はぶ どう畑で ある｡

本 堂 は観 音に ち なみ 円通 殿 と い い
, 境 内に は武 甲山 を背 に し

て 六地 蔵が た ち
, 稲荷大明 神も絶 られ る ( 図 8 ) ｡ 第七番 舌苔

山法 長 寺は 曹 洞 宗で 横瀬 側 の 段 丘上 に ある｡ そ の 牛伏 堂 はか

っ て 段 丘崖~F の 根古 屋 に あ り
,

1-
- ･

面観 音 を ま つ る 観音堂 も

別棟 に あ っ た｡ 段丘~~
t
ごに 深 く刻 まれ た 谷 をはさ み対 岸 の 南側

の 段 丘1 二に は, 武 甲山 御獄 神社が ある o そ の や や 上 方 に臣如斉

- 3 8 -



地方霊場 の 立地環境と展 開に つ い て

囲2 倶利伽羅峠の 第 18
,
2 0

,
3 0

.
32 番観音 園 4 篠島第 1 9 事

倶利 伽羅峠 は 北陸道 の 要所 で ある
o

同地 の 長楽 寺 篠 島北東部 の 1
･

2 2 番 で は
l 石

が神 仏分離 に よ り廃 され て 手向神社 が残 っ たが
,
､ ぞ 仏 に 衣 が 着せ られ , 花 な どが 供

r

の 後再建 され た不動 寺 の 境内 に安置 され る｡ えられ て い る
｡

こ の 19 番 に は 松

寿寺観音 参拝者 の 銘が ある｡

図 6 篠栗八 十八 ケ 所霊場

福 岡県糟屋郡篠栗町 に あ り , 小 豆 島
,

知多 と な らぶ 有数 の 地方 霊場で ある｡ 南北 の 斜

面 に刻 まれた 谷に 沿 っ て
, 多く の 札所 が あ るo 巡拝 の 順 序(赤線) は篠 栗町 役場 に よ る

｡

- 3 9
-

図 3 篠島の 島弘法

愛知県知 多郡南知 多町 の 知 多半島 南端 の 海上 に あ

り , 島 内の 小丘 を囲 むよう に安 置され る ｡ 北東部
,

南部
,

北西部 に集 中す る｡

園5 篠栗霊場第 1 0 寄切幡寺

北 向斜 面に あ る渓流 に 隣接 し
, 境内に は地蔵 ,

不動をは じめさま ざまな石 像が 安置 され る｡
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園 7 秩 父三 十 四観音登場

埼 玉 県秩父 市, 秩父 郡横瀬町
,

荒川村,
小鹿野 町

, 吉 田町
, 皆野

町 の 秩 父 盆地全域に わ た る
｡
とく に武 甲山の 山麓 に は 第 1 番か ら2 9

番 まで が集 中す る
｡

図 10 知多四 国霊場第 38 番 正 法寺

38 番 と3 9 番 は 愛知県知多郡南知多町 の 篠 島に ,

3 7 番は 同 日間賀 島に ある｡

園1 1 坂棄三 十三 観音霊場第 2 番岩殿寺

神奈川 県逗 子 市に あ り, 海岸 か ら は 1 k IⅥ 余 りで

あ る｡ 南方に 向か っ て 谷が 開 けるo

1
7

図9 知 多四 国八 十 八 ケ 所霊場
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地方霊場 の 立地環境 と展 開に つ い て

宗南禅寺派 の 第八 番清泰山西 善寺が あ り
, 境内は庭園と な っ

て い る｡ 第九番明星 山明智寺は 臨済宗南禅 寺派 で
, 本尊は如

意 輪観世音で あり,
また境内に は安産 ･ 子 育て の 観音が ある｡

横瀬 川
一

荒川 間 の 丘 陵の 東面, 斜面 の や や上 方 に ある第 十

番万松山大 慈寺は 曹洞 宗で あ る｡ 本尊の 聖 観音の ほ か
, 子 育

観音や 地蔵菩薩が ま つ られ る｡ 裏手 の 丘陵上 にはふ るさ と歩

道 が設 けられ て い る｡ 丘 陵の 北 側は急崖で
, 南側は緩斜面で

シ ュ ロ な どを含む 山林とな り, 盆地 内 の 穏や か な気 候を示 し

て い る｡ 第十
一

番南石 山常楽寺は
, 南西 向斜面の 墓 地 の 上 に

あ り
,

市街 が展 望さ れ る｡ 明治 初年ま で は 天台 宗の 寺で あ っ

た が曹洞宗に変わ っ た｡ 本尊は 十 一 面観音だ が釈迦 如来も租

られ , 寺よ り上方 に稲荷が あ っ て 参道入 口 か ら木の 鳥居が続

く｡

秩 父市街にあ る第十 三番旗下 山滋 眼寺は曹洞宗で あ る｡ 堂

内に多数の 経が納め られ , 花山法 皇 らの 像 が 並ぶ ｡ 本 尊の 聖

観音の ほか薬師如 来が ま つ られ ｢ あ め薬師｣ と い われ て 眼病

平癒に功 徳が あ り,
7 月8 日の 縁 日で はブ ッ キ リ飴が売 られ ,

さら に境内に稲荷大 明神が ま つ られ る｡ 秩父で は巡 拝時の ｢ 納

札｣ の 習慣 が衰 退 した と い われ るが
, 建物 - の 貼付禁止が 明

示 され て い る｡ 秩 父鉄道の 東側 の 段丘 面上 に は第十 五 番母 巣

山少林寺が ある｡ 臨済完建長寺派 で 本尊は十
一

面観音で ある
｡

明治維新の 際に 他 の 寺か ら受け継い だ ｡ 巡 拝者は2 月 こ ろは少

ない とい う｡

こ の 秩父 霊場は16 世紀初期に34 ケ 所 にな り, 西 国 ･ 坂 東と

合わせ て 百 観音に なる こ と で 地 方性を脱 却 し, さ らに江 戸 か

らの 巡礼者を吸 収したとい う (佐藤久 光,
1 9 9 3) ｡ 霊場と して

最 も有名な もの の
一

つ で あ り, 規 模は西 国霊 場や 四 国霊 場,

ま た坂東霊場に く ら べ て ひ と桁小 さ い が
, 古くか ら続 く霊場

の 典型 とみ る こ とが で きる｡ 各札所 寺院はそれ な り の 規模で

あ るが
,

い ずれ もが地 方 の 名刺と い うわ けで はな い ｡

一

方 墓

地 なども併設 され , 札所 で あ る以 前に禅系 寺院で あ り, 篠栗

の よ うな修行場で は な い ｡ そ の 特色 をみれ ば, 段丘面端や 丘

陵斜面の よ うな展 望 の よ い 地 に 位置 して い る｡ さ ら にそ の 展

望 は秩父盆地 で 圧倒的 な存在 で ある武甲山に向けられて お り,

秩 父霊 場が 武甲山 に もとづ い て 統
一

され た 霊場で あ る こ とを

示 して い る｡

知 多 四 国八 十八 ケ所

愛知県 の 知多半 島に は, 半島を右回 りに周 回す る知多四 国

八十 八 ケ所 霊場が続く (図9 ) ｡ さ らに知多半 島の 先端 か らは

船で 海 を渡 っ て 知多郡南知多町篠島に至 り, 札所 間 を結ぶ距

離は延 べ23 9k m に達する｡ 篠島の 中央 部にあ る第38 番正 法禅

寺は曹洞 宗の 寺 院で
, そ の 裏 手 に 島の 大 きな 墓地 が あ る｡ 春

に は日 に500 人も の 巡 拝客が ある と い う (図10) ｡ 島内はわ ず

かな緩斜 面に住 宅 や観光旅 館な どが密集する が, 正 法 禅寺 に

隣り合わせ る よ うに 番外 の 西方 寺 と い う浄 土宗 寺院 が あ る
｡

近 く の 斜面下部 に は湧 水 の 池が あ り
, 後村 上天 皇が 使われ た

と い う伝承 か ら帝井 と よばれ る｡ 篠島に は さ らに 第39 番 医 徳

院 が あり, 真言 宗豊 山派 の 寺院 で ある
｡ な お, 篠島に は知 多

四 国霊場 の ほ か に
, 南知多三 十 三 観音の 番外 札所 で あ る曹 洞

宗 の 松寿 寺 があ る｡

正法禅 寺は正平 二 (13 4 7) 午 , 医徳院は建暦 二 (1 2 1 2 ) 午

に移転再興 , 松寿 寺は天 文 十 - (1 5 4 2 ) 年の 開基 と伝 えられ

る (南知多三 十 三観音霊 場会,
1 9 8 2) ｡

い ずれ に して も知多霊

場の 開 創以 前か らの 古い 歴 史が あ るが, 島に は こ れ らの 他に

は 寺院が ない ｡ また これ らの 諸寺 は島の 中央部の 小高 い 位置

を占める｡ 半 島部に あ る札所 寺院も, 半島脊稜の 丘陵の 麓や

小谷の 奥部に位置するもの が 多 い
｡ すなわ ち地 形 的 に特色 の

あ ると こ ろの 寺院 が結ばれ て い る こ とが わ か る｡

上 記の よ うに篠島には 多く の 札所 寺院 が密集 して 船で 訪 れ

る巡 礼者も多く, 巡 礼 は 身近 で ある｡ 島の 人達は地 元 に霊 場

が あ っ て も, また 島外の 異 な る霊 場に巡 礼 に出か ける｡ ある

高齢の 女 性は
,

4 0 歳代 か ら巡礼 に出か ける よ うにな り, 知多

四国霊場を10 回 まわ っ たほか, 本四国, 淡路,
小豆 島, 西 国,

坂 東, 秩父の 各霊 場な どにも行 っ たと い う｡ 季節は大 体春で,

西 国霊 場の よ うに大 き な霊 場は,
1 0 日 く らい ずつ に分 けて ま

わ る とい う｡
い ずれ もツ ア

ー が組 まれ て バ ス な どで まわ る と

い い
,

これ らは現代 の 巡 礼の
,

一

つ の パ タ ー ン を示 して い る

ようで あ る｡

3) 大 規模霊 場と札所 寺院

坂 東三 十 三 観音

坂 東三 十 三 観音は
, 西 国霊 場に次 ぐか あ る い は 同時 代か ら

の 古 い 歴 史が あ る｡ 鎌倉か らは じ まり関 東平 野 を め ぐり
, 礼

所 を直線で 結んで も総延長 は8 99k m に達す る｡

第1 番大蔵 山杉 本 寺は天 台宗で
, 杉 本観音ともよばれ る｡ 湘

南ア ル プス の 南麓の やや急 な斜面上 にあ る｡ 寄せ棟の 茅葺き

屋根の 本堂 に
, 十

一

面観音の ほ か 多くの 仏 像が絶 られ る｡ 境

内の 洞窟の 奥には大 蔵弁 財天が示巳られ , 熊野 大権現や白山 大

権現も鈍 られ る｡ 杉 本観音か ら東方 の 新た に住宅 地 が開 発さ

れ た丘陵をはさみ, 逗子 の 海岸か ら内陸側 の 谷 の 奥部上 方に
,

第2 番海 雲 山岩 殿 寺が ある｡ 南に梅 を見渡せ る の で 以 前は海前

山と い い
, 岩 窟が 殿 堂 の よ うで あ っ た の で 岩殿 とい わ れ る｡

曹洞宗で
, 境内には熊野 権現社の ほ か

,
蛇 蔵, 猿田彦 神社,

稲荷明神社が あ る (図1 1) ｡ 鎌倉の 海岸付近 に後に崖を控えて

第3 番祇園山安 養院田代 寺が あ る｡ 浄土 宗で 本尊は 阿弥 陀如

来で あるが , 田代 観音と もい われ る｡ 境内に夫 婦, 御助, 親

子地 蔵が あ る｡ 納経 の 時期は ,
3 -

5 , 9 - 1 0 月が 多く, 日

曜 は車で 動けない た め バ ス で く る人が 多い と い う｡ 周辺 には

寺院が多く
,

近 く に 癌封 じの 寺や , 厄 除祖 師, 鬼子 母 神
･

薬

師堂
, 千 手観音 ･ 不 動尊堂 な どが あ る｡ 若 宮大 路 の 西方 , 大

仏 の 海 側 の 高い 斜面の 上部 に第 4 番海 光 山長 谷 寺が あ る｡ 梅

と鎌倉の 街が 一 望され る
｡ 現在 の 大伽藍 とは異 な り

,
旧本堂

は シ ン プ ル な寄棟の 茅葺き 屋根で あ っ た｡ 浄土 宗 で 境内に 稲

荷大 明神や 洞 窟な どが ある｡

これ ら の 寺院 は
, 多く は急 斜面 を上が っ た最 上部 付 近 に位

置 して い る｡ 市街 地 の は ずれ に あた り, 規模 には大 小 が あ る

が
, 周 辺 の 他 の 多く の 寺院 に 比 べ て よ り規模 が 大 き い

｡ 地 元

の 中心 的な 寺院 で あ るだ けで な く, とく に 長 谷 寺 な どは全 国

的 に も知 られ る名刺で あ る｡ 坂 東霊場 の 規 模 は 西 国霊場 や 四

国霊場とな らん で 大 きく, 徒歩 で の 巡礼 に は月 余を要 するが
,

三 十 三 の 札所 寺院は開創 当時 に お い て も特徴 的 な寺院 で あ っ

- 41 -



た と考 え られ る｡

Ⅳ 霊地, 霊場, 霊場群立地の諸要因およびその

時代的変遷

1) 札所 寺院 と周辺 地域 の 地 形 の 特色

神社や 寺院は参道 に 高 い 石 段が あ るな ど
, 社寺 は 高所 に 建

立され る傾向が ある ｡ 寺 院はそ の 名称 の 前 に 山号 をもつ こ と

も, 山地地 形との か かわ りを示 して い る｡ 全国 の3 4 , 3 5 3 神社,

4 3 , 9 4 7 寺院に つ い て
, 境内周辺の約2 50 m 四方 の土地 につ い て

,

傾斜 や位置 を調 べ る｡ ゼ ン リ ン の 電子地 図 帳よ り寺社 の 位置

を得 , 国土地 理院 の 数値地 図50 n l メ ッ シ ュ よ り, それ ぞれ の

寺社周 辺 の 5 × 5 メ ッ シ ュ
,
約2 5 0 m 四 方の 高度を得て

, 傾斜

お よび位 置 を 3 区分 した｡

その 結果 , 神社は寺院に く ら べ て 急傾斜地 に 立地 する こ と

が 多い こ とが示 され る ｡ た だ し
, 著名 な神社や 寺院によ り異

な る傾向が み られ る｡ と くに 金 比 羅, 熊野 , 白山, 日 吉社な

どは急 傾斜他 に多く,

一 方 稲荷, 八坂 , 住 吉, 神明社な どは

平 坦地 に多 い
｡ 反 対 に 寺院は 神社に く ら べ て 平 坦地 に 立地 す

るも の が 多い が
,

急傾斜地 の も の も多 い
｡ と く に不動, 観 音

は急傾斜地 に 位置 するも の が 多い ｡ 観音な どは岩 壁 - の 懸 造

りな ど も多い こ とが 関係す る｡

一

方薬師は都 市的 性格が顕 著

で あ る (図12) ｡ 観音は霊場 の 中で 最も重 要な本尊で あ り, ま

たそれ に 次 ぐ不動と 併せ て
, 以【F 主要な 分析対象とす る｡
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図12 神社, 寺 院と地 形

傾斜地 が自然 的性格 ある い は 山岳 信仰的性格 を示 し, 平坦

地 が都市的性格を示す とみ なせば, 神社にせ よ
, 寺院 に せよ

,

異 なる性 格をも つ も の に 分 かれ る こ とが わ か る｡ とく に 寺院

と よばれ る も の の 中に も, 自然 的性 格が 濃厚 な も の が ある｡

たと えば西 国観音霊 場 に お い て 古くは第1 番 で あ っ た長谷 寺

は, 山号 を豊L[J と い い
,

院号 は こ もり く に も とづ く隠 固よ り

転 じた 神楽 院 と い う｡ 2 k m 上 流左岸 の 滝蔵LI｣ に 滝蔵権現 が 把

られ, 宝塔 の 落 ちた と こ ろは落 神と い っ て 雷 神加茂 大 明神を

紀 ると い う ( 川 田聖 見,
1 9 8 0) ｡ 奈 良盆地 か ら東 に 入 っ て LLl 間

部 に さ し かか り, 奈良 の 諸 大 寺 とは趣 を異 に す る｡

観音霊 場で はさ ら に 山岳 と の 結 び つ き が顕 著で あ る｡ 例 え

ば天正 年 間 (15 7 3 - 9 2) 以降 の 開創 と考 えられ る, 秋 田 ある い

は出羽 国六郡 三 十 三 観 音で は
,

第1 番塩湯 彦神社, 第 6 番 吉祥

院, 第15 番黒尊仏, 第21 番 太 平山 元正 寺
, 第27 番 赤神山光飯

寺な どは, 熊野信仰や修験との かか わりが深 い と い われる (高

橋富美雄
,

2 0 0 2 ) ｡

大 師霊場 も 匹=司八十 八 ケ 所 の 場合,
｢ 山｣ に あ るも の6 5 で

,

そ の うちJ頁上や 中腹に は33 , 山の付近 には3 2 がある ( 田ヰ‡ 博,

1 9 8 3) と い われ
,

山と の 結び つ きが深 い ｡ その ほ か に も河岸,

岬, 小 島な どさ まざ まな特徴的 な地 形 の 地域 に存在 した｡

2) 霊場の 巡 礼路 と地 形 の 関 係

三 十 三 ある い は 八十 八 な ど の 寺 院で 構成 され る霊 場に は ,

その 全 体に地 形的 な類似性がみ られ る｡ 東北地 方 の 奥羽 山脈

に 近 い 盆 地 には, と くに 多く の 観 音霊 場 が分布 して い る (図

1 3) ｡ 大 師霊場は 島や半 島な どの 地形 の と こ ろに多い ｡ 島峡の

多 い 瀬 戸内地 方 には, 多数分布して い る (図1 4) ｡ また大 師霊
■
リ レ ご い

場は平野部 に もあり
, 関東平 野 の 中央部に あ る印西大師講は,

河川や湖沼で 囲 まれ た丘 陵は島状の 景観を呈 して い る (図15) 0

大師霊場 は都 市内 に も あり, 東京 の 御 府内八 十八 ケ所 霊場 は

同様に武 蔵野台他 の末端 部 に位置 して い る (図1 6) 0

観音霊 場は坂 東霊 場の あ る関東平 野, 秩 父霊場の ある秩 父

盆地 が 典型 で ある｡ 観音は滝 と かか わ るが また 周辺 のLLl 岳 と

も かか わ り, 札所 寺院 は平野 や盆 地 の 周 縁山麓に 位 置 して い

る｡ そ の た め こ れ らの 霊 場で は , 遠心的 に 札所 を巡 る こ と に

な る｡ 観 音は それ ぞれ の 土地 で は外 来 の 神に もあた る｡

大師 霊場 は 四国霊 場や 小 豆島霊場 が典型 で ある｡ 大 師も 水

田 急斜地上 部

E3 急斜地 中部

日 急斜地 下部

日 急斜地

国 緩斜地 上 部

E3 緩斜地 中部

口 緩斜地 下部

□ 緩斜地

口 平坦 地
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と の か かわ りが あ り
,

また大 師霊 場 は島や 半 島

を周 回する形が 多 い
｡ そ の ため これ らの 霊場を

巡 る とき には順 路 は求心 的 とな り, 霊場 を 一 巡

す る と世 界 をL#J い 込む形 に な るo 大 師 は祖先 神

に も あた り, 地 元 に お られ る｡ 周 回すると きに

は多く山 麓にあ る札所 に 向けて
,
すなわ ち 島の

内側 に 向か う｡ 同時 に 島を周 回すれ ば 四囲 の 東

西 南北 の 外界 を経て 戻 る ため, 輪廻 と かか わる

よ うに 思 われ る
｡

こ の よ うに巡拝 路 は島, 半 島, 盆 地 , 国 , あ

る い は街道沿 い な どに 位置 し
,

さまざまな スケ ー

ル で の 地 域 的 まと まり,
ア イ デ ン テ ィ テ ィ を示

し て い る｡ 霊場 の 地 形 の 特色 を まと める と以下

の ようで あ る｡ 第 1 に
, 環状 凹地 があ る｡ 海岸平野 に は西 国,

坂 東の 観音霊場が あ り,

一

方内陸盆 地 に は秩 父霊場な どが あ

るが
,

い ずれ にも 中央 の等質 な世界 の 周 囲を巡 る｡ 第2 に線 状

地 が あ る｡ 中筋や 殿様 道 の よ う に 街道 に あり, 道 に 沿 っ て ほ

ぼ直線的に 発願地 か ら結 願地 まで が 配列 され る｡ 第3 に , 環 状

凸地 が ある｡ 島や ･ 半 島 に は四 国霊場 な どが あ り, 山間 に も

篠栗 霊場な どが あ り, 中央 に 山地 や 丘陵を 囲む よう に 巡拝 す

る｡

小 規模 な 霊場 で は街道 沿 い な ど に 直線 的 なも の も ある が,

発願地 と結願地 が近 い こ と も多 く,
こ の 巡廻 す る形態 は輪廻

の 投影 とみ られ る｡ ただ し四国墓場 で は
,

山岳 の 神の ほ か に ,

河川 の 神, 島 の 神な どさ まざ まな霊 地が 含 まれ て お り, 大師

は それ ら をま とめ る コ ン セ プ トと して
, み る こ と もで きる｡



地方 霊場の 立地環境と展開に つ い て
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園1 4 瀬戸内海周辺の 地方霊場 大師霊場 が′ト豆島
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周防大 島な ど の 島部 に集 中 して い る
｡



図1 5 印西大師講とその 巡拝順序

千葉県印西市, 印潅郡印勝村, 本埜村
,

白井町 にわた り
,
北方 の 手賀沼 ･ 利根川

と南 方 の 印藤 沼 に挟 まれ た 丘 陵 を
-

巡

す る
｡

い ずれも丘 陵の 縁辺 部に位 置 して

い る｡
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園1 7 全国の 主要観音霊場

全 国に わた り 分布 する｡ 沿岸 部の み な

らず 内陸 盆地に も多 い
｡
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図1 6 御府内八 十八 ケ 所霊場

東京都 区部に あり , 武蔵野 台地を開析

す る 目黒川 , 渋谷川 , 神 田川 とそ の 上流

の 妙 正 寺 川 など の 河岸 に 沿 っ て 札所 が

並ぶ ｡ 上 野, 浅草付近で も 隅田川 沿岸 の

微高地上 に位置 して い る
｡
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園 1 8 全国の 主要大師霊場

中部 日本 以西 の
, 太平洋側 に多く 分

布す る｡ とく に 瀬戸 内海沿岸 と 関東 地

方 に集 中 して い る ｡

1
,
0 0 0 キロメ

ー トル

⊥ ｣



地方霊場 の 立地環境と展開 に つ い て

霊場が大衆化 したときに多く の 人 々 の 現世利 益 の 願い を満た

すた め の 多神が求 め られ たと考 え られ る｡

3) 全 国分布にみ られ る霊 場群の 地 域性

東北で は三 十三 観音霊場が古く に開創され
, 津軽, 秋 田,

奥州, 最 上
, 置 賜 , 庄 内, 信連, 会津な どの 多くの 霊 場が あ

る｡ 東北 と観音の 結び つ きは強 く
, 特有の もの が あ り,

た と

えば野 口英世の 母 シ カ の 手紙 にも, 会津三 観音の
一

つ 中田観

普 - の 深 い 信仰が示 され て い る｡ 同地 で は仏 教と して は特異

なみか たで あ るが
, 真言宗豊 山派 の 恵 日 寺で は磐梯 山は 山そ

の もの が仏 さ まで ある とい う ( 光明, 2 0 0 3) ｡

関東で は山麓部にも秩父霊 場規模の観音霊場が 分布する (図

17) ｡ 中部地 方 の 山梨県 で は, 山 中湖か ら大月 を経て 上野原 ま

で の 問 に, 郡 内の 三 十 三観音霊場が広が る｡ ほか にも甲斐三

十 三 観音, 府内観音札所 があ る｡ 甲斐三 十 三 観音は全 県に広

か る ( 羽 田
-

, 1 9 7 6 , テ レ ビ山梨,
2 0 0 0) ｡ 先 述の よ うに観

音霊 場は盆地 状地 形 とかか わ るが
,

盆地 の 多い地 方に は多く

の 観音霊 場が 分布する｡ ただ し東海で は
, 海岸付近 の 平 野部

にも観音霊 場が分 布する｡

大 師霊場 は, 関 東で は平 野部の 各地 に地域 的 に まと ま っ た

もの が多数分布する｡ ただ し東海 で は内陸部 にも広 が り, 諏

訪, 甲斐! 美濃に も大 師霊 場が あ る｡ 近 畿で も, 伊賀, 大和

の よ うに内陸にも四国 があ る｡ 中国
･

四国地 方 には本 四 国 を

は じめ (宮崎忍勝
･

原 田是 宏,
19 8 7) , 瀬戸内海 の 島峡部や沿

岸の 半島部 なと を 中心 に, 多く の 島四 国があ る (図18) 0

さ らに とく に人 口 の 多い 地 方 で は
, さ ま ざまな霊 場が複合

泰時

β ノ
､

●
■

=

こ･
I

.

:

的 に存在 して い る｡ 観音
･

不 動
･ 地蔵は, わ が 国の 庶民 信仰

の レ ベ ル で は
,

父 ･

母 ･ 子 の 関係 を理 想 的 な姿て 描い た聖 家

族で あ っ た と い う (山折哲雄,
19 9 3) ｡ その ため特定の 種類の

霊 場に限 らす, む しろ観音霊場が あれ ば付随 的 に不 動霊 場や

地 蔵霊 場も開創され , 複合的, 重 層的 なネ ッ トワ
ー クが 地域

に展 開 する こ とが考 えられ る｡

4) 霊 場の 開創年代 と, そ の 種類 ･ 規 模なと の 変化

地 方の 三 十 三 ケ所 霊場は , 中世よ り全 国に 開創され , 近世

にそ の 数を増した (表 3) ｡ 地方の 八 十八 ケ所霊 場は近世以降

で
, 貞享年間 に小豆 島, 正 徳年間に 甲斐にで きた が

, 大半は

化政 ･ 天 保以 降で ある｡ 真宗の 二 十 四 輩霊 場は江 戸 中期の 成

立とい う (新城常三
,

198 1) 0

開創年代 別 また霊 場種類別

に霊場の 分布を示す と, そ れ

らが
一

様で な い こ とが 明 らか

で あ る｡ 中世 には観音霊 場の

ほ か にも大 師, 薬師, 地 蔵霊

場も誕 生 した ｡

近 世 には 西南日本を 中心 に

大師霊場が 急増 した ｡ 大師霊

表3 観音霊 場の成立

- 中世 ま て 1 0 余
- 元 禄(1 7 0 4) 2 8

- 享保(1 7 3 6) 2 3

- 安永(1 7 8 1) 1 8

- 文 政(1 8 3 0) 2 3

- 明治(1 8 6 8) 1 8

不 明 3 5

新城常三(1 9 8 1) よ り集計

場は 一

国霊 場ある い は それ 以 下の 規 模の もの が中心 で
,

関東

と九 州 にあ る にすぎず,
また その 時代 は新 しい

｡ 霊場に 適切

な大き さの 島は
, 瀬戸 内海 の ほか に は少 ない こ とに よる と考

え られ る｡ 観音霊場は 中央日本 以 北 に増 え, 薬師, 地 蔵霊 場

は東国にも誕 生 した
｡
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明治 か ら戦前ま て の 近代 以降 に は観音霊場 は全 国 的 に増加

したか , 大 帥霊 場 は 中火日 本以 西 て 増加 して い る｡

戦後て ある現十しに は
, 東 師は近畿地方 を 中心 に

,
地蔵は新

たに 全 国的 に 開創され た｡ 現代 に お い て は, 新たに 不動 霊場

が 仝 国的 に 現れ
,

十三 仏霊 場か と くに 近 畿地方 を 中心 に開創

さ れ て い る｡ たた し不 動霊 場, 卜三 仏書 場はみ な現代 の 開創

て あ り, 自然 的霊 場 とは性 格を異 に す ると考 えられ るo す な

わ ち, 近 代に おい て す て に 観音 , 大師霊 場はあ る種 の 飽 和状

態と な り, 同 一 地 域 に 複数の 霊 場はて きな い た め に , 新 た に

不動, 十三 仏 霊場 の 偶創 - と変化 したと考 え られ る (図19) ｡

巡拝 路の 総 延長 の 長 短 は, 寺院数か 多く て も局地 内て あれ

は短 く, 少な く て も広 域 て あ れは 長 い た め
,

霊 場 の 範 囲 の 大

小に 相当す ると考 えられる｡ 霊 場を種類別にみ るとき, 西 国,

四 国, 不 動霊 場か あ る程度 の 規模を もち
,

地蔵,
十 三 仏 霊 場

に は大規模なも の は少 な い こ とか示 され る ( 図2 0) ｡
たた し観

音霊 場はそ の 絶対数か他にく ら - て 多 い ため に , 比 較的大 き

な主 要霊 場た けが リ ス トア ッ プさ れ た可能 性 か あ るo また
,

う､ 動や 四国霊 場か大 き い の は, とく に四 国霊場て は大 師に ち

な む真 言 系寺院を 八十八 紘ふ に は
, ある 程度広 い 地域 を必 要

と する こと か考 え られ る｡

現代 の 霊 場は大規 模なも の か多く , 広 域 の 霊 場 か開 創さ れ

て きた こ とを示 す｡ こ の 広域 化 は先 の 多様 化とな らふ 現代 の

急 場の 特色 て
, と く に不 動

,
十 三 仏 霊場 は 新しく登場 し た)i

城 霊場 て ある｡

Ⅴ 霊場の 開創と展開に かんする検討

i) 霊場開創以前 の 霊 地 と寺院 との か かわ り

巡礼 の 起 腺 と して , 唐 ･ 末に 渡 っ た 僧侶 た ちか
, 五 台【Ll ,

峨眉LI E , 袖陀 羅LLj や竜｢
-t

j ,
入 台山 なと の 急 地 を巡礼 し, 後に

南都 の 七 大寺 巡礼 , 京都 の 百塔巡礼 , 比叡l_
I
_L延 暦 寺の 三 塔巡

礼, 京都 の 七観召寺院 の 参詣か 行われ たと い われる (前日1 卓,

1 9 7 0) ｡ また, 奈良の 諸大寺 は現在 の ｣ 般の 寺院 とは 異な り,

境内に お 墓 かな く葬式 の 導師 を つ と めす, 神像 を前 に 神を純

る儀式か あ る｡ そ こ て は, 国家 の 繁栄 , 万 民 の 幸福,
農作 物

の 豊穣, 自然 の順 調 ,
天 皇 の 安泰, 伽 藍 の 護持, 仏法 の 興 隆

か祈 願され る ( 射 [=映胤 ,
1 9 9 8) o

西国 霊場の 起 頗 は 中世に 求 められ るか
, そ れ以 前 に も霊 地

か存在 し, 焼か ら もた らされ た 巡礼 の 慣 習か あ っ た｡ これ か

後Ii[ の 霊場 に 結ひ つ か な い の は, 奈 良なと の 大 寺院 の 性格 と

そくわ ぬ こと に よ ると 考 えられ る｡

i
, 安 時代 に 新 た に 伝 来 した 天 台宗 と 真言宗と も に 山上 に 寺

院か ある｡ 天 台宗 は後 に 南 都 諸寺 なと と対立 したか
, 真 言宗

は南都 の 伝 統 的 戒律 を受 け人れ る とと も に, 南 都諸 寺 を密教

化 し た (遠藤讃 囲,
1 9 9 8) ｡ 真 吉宗 の 密教 はヒ ン ス

- 教 に は じ

ま り仏 教 と鮎 ひ つ い たか
,

埋性 に も と つ く 仏教 に 如 し, 密 教

て は感 性 の 満足 を重 視す る (加藤精
一

,
1 9 9 8) ｡ たた し天台 宗

て も密教 を含 み, 寺 門 の 三 井 キ て は顕 教, 密教 , 修 験 の 三 道

融会 か 重視 され る (塩 入法道 ,
1 9 9 8) ｡ 平 安時 代に は本地垂 慮

説 の も とて
, 神と仏 か

一

休 に な っ た ｢ 仏 神枝｣ か 現れ たか
,

- 46 -

l[J 岳て は鞍馬 ,
金比羅 ,

石 槌, 英彦LLl , 東照 なと に ｢ 権 現｣

か租 られ , 平 野 て は稲 荷, 春E7 , 厳島なと に ｢ 明 神｣ かTW ら

れた (野 見 山覚 応,
2 0 0 2) 0

[｣J 地 の 寺 院, 婚 教 化 の 巾て
,

もと よりIJJ 岳 を神体 とす る よ

う な神社と の悶に も, 神仏習 合か 容易に なる と考 えられ る｡

神仏 の 調和 の 巾て(LL林 を巡 る回峰 行か 行 われ るか, 厳 し い 修

行て あ っ て
,

一

般 に広 く 行わ れ るわ けで はな か っ た｡ また熊

野 なと に 詣 て る風習 は あ っ た か
,

三 十 三 所 の 霊場を巡 るわ け

て はな か っ た｡

鎌倉 時代 の 仏 教 て は
,

一 つ の 行 や宗を 選ん て 唯 一 の仏 教 か

主張 さ れ る｡ 法 然 は阿弥 陀仏 を主体 と して 行 と して の 念仏 の

実践 を最 も重視 し, 親鷲は専修念 仏 を先鋭化 させ , 道 元 は只

管[l 座 の 行 に 励 み, 日蓮は題 目 に よ る嘩
-

の 仏教 を主 張 した

(林 序 ,
1 9 9 8) ｡ しか し伝統的信仰 - の 対応 に は差ぎ重か あ っ

た ｡ 臨 済宗て は
, 自 らを釈迦 と 同格の 仏 と自覚 し

, 悟り は大

い な る天地 と の 共 感て あ っ て 森羅万 象は 仏法 の 搬 視 て あ ると

し
,

生 店 の 隅 々 まて さ まさ まな与J
三

護 神を祉 り, 本 尊は教化 の

方便て あ っ て衆生巌 により一定て はなか っ た (沖木克己,
1 9 9 8) 0

曹洞宗て は本 革は 釈尊て あるか
,

自 己 をさ しお い て 仏 道 はな

く,
は しめか らお わ りま て 修行 て ある と し

, 修行の 其本 に 黙

,

E円禅 をお い た (角 出泰隆,
1 9 9 8 ) o

す なわ ち禅 系宗派 て は自己 を重視 し
,

周 囲の 世界 は汎 神的

に 捉え られ, 特定 の 本尊 - の 帰 依 に 必す しも規 定さ れ るも の

2 5 5 0 1 0 0 2 0 0 4 0 0 8 00 k m

圏中世 m 近世 □近代 口現代 □不明

図20 霊 場種 別 の 規模 と 開創年 代



地方霊場 の 立地環境と展 開に つ い て

で ない よ うに思 われ る
｡

こ の こ とは密教にか かわ る 真言宗 ･

天台 宗寺院とな らん で , 霊場の 寺院 には曹洞 宗 ･

臨済 宗寺院

が多い こ と に 結び つ く｡ これ らの 宗派 で は
, 本尊を特定 の 仏

に 限 らな い た め
, 古くか ら岩 や滝 な どの 神寛が絶 られ て い た

の か
, さ ま ざまな 本尊に 形 を変えて 受容さ れ

, 後世 に伝え ら

れ た もの と考え られ る｡

2) 霊 場の 開創と 展開

現在 に つ な がる 主要霊 場は
, 中世に 開創され た

｡ そ れ は
一

方 で は唯
一

的 な鎌倉仏教が広 まる時 代 て あ る｡ そ の 中で も浄

土 系や 日蓮系宗派 は, 霊 場の 札所寺院には ほ とん ど例外的 で

あ る｡ 霊 場に多く ま つ られ る観音 はそれ らの 寺院で の 本尊で

は な い
｡ 観音な どは浄土 系 ･ 日蓮系 宗派 と は異 な る位置 に あ

り, それ らか広 ま る中で 巡礼もまた広 ま っ た｡ 古層 の さ ま ざ

ま な神々 を 崇敬する の に も, 神その もの は土 地 に固 有で か つ

日 頃は不 在 の 性格の もの で ある の に対 し
, 観音や 不動 の よう

な辺 土 の 仏 は像が 造立 され て 霊地 に租 られ た た めに
,

巡拝が

容易て あ っ た こと も, 対象と して 選 ばれ た要因と考え られ る｡

さら にそ う した身近 な神や仏 て あれば, 魂の 救済なと よりも
,

五 穀豊穣 ･ 家 内安 全 ･ 無病息災な どの 現世 利益 を祈 願 しや す

い こ とも, 要因の
一 つ と考え られ る｡

たた し浄土真宗で は 二 十 四輩霊場が 関東か ら近江 や 小倉に

も移さ れ, 浄土 宗て も近畿二 十 五 ケ霊場が 江戸 や筑前に移さ

れ
, 日蓮宗で も千 ケ寺詣, 百 ケ寺詣 ,

二 十
-

ケ寺詣があ る (新

城常 三
,

1 9 8 1) よ うに, 宗派内で の 巡礼 が行われ て い た｡

近世以降 で は霊場に遺 され た納札か ら, 巡 礼 者の 数か 推定

されて い る｡ 西国霊場では慶安二年以降で は, 貞享 ･

元禄 (17 0 1-

2 0) に最大 の ピ ー クが あ り, 宝暦
･ 明和

･ 安 永 (17 6 1-8 0) , 文

化 ･ 文政 (18 0 112 0) にもピ ー

クかある｡ 四国霊場で は寛文 (1 6 6 11

8 0) 以降に 徐 々 に増加 し, 天保 (18 2 1 1 4 0) に ピ ー ク に達 する

(前田 卓
,

1 9 7 0) ｡ 秩父霊 場で は寛延 三 (17 5 0) 年の 午年 に

は
, 巡礼者は二 月 に入 ると日 に7 00

-

9 0 0 人 にな っ たと い う (新

城常三 ,
1 9 8 1 ) ｡ 近 世 には 中小農民や 江戸 の 市民 な どが

, 多数

巡 礼 に出かける よう にな っ た｡

また江戸時 代には, 西 国に は武蔵, 下総
, 長州, 肥 前長 崎,

山城か ら, 四 国霊場 には
, 阿波 , 紀 伊, 讃岐, 備中, 摂津 か

ら多数がで か けた (前田 卓,
1 9 7 0) ｡ 関東からは西 国霊場 に

,

関西 か らは 四 国霊場 - と出か ける傾向が み られ る｡ 関東か ら

四 国 まて 距 離が 長 い こ ともある が
, 四 国霊場が西 国霊 場よ り

後 の も の て
, 影響 が西 日本 に大 きい こ とが考え られ る｡

3) 現 代 の 霊場

近 世に盛ん に な っ た巡礼は
, 現在 に続 い て い る｡ 主 要霊 場

に つ い て 調査 され た も の て は, 秩 父霊 場 の 巡礼 者の 数は
, 昭

和50 年代 に は年間 1 万 - 2 万人 て あ っ た の か
,

5 0 年代 後半 -

6 0 年代前半 に は2 5 万 -

3 万人 に な り, 平成 3 ･ 4 年には 4 万

人 に 増加 し

た (佐藤久

光 , 1 9 9 3) 0

また 現在 の

表 4 現 在 の 巡 礼 の 出 身地

西 国巡 礼 大 阪 3 2 %
,

京 都 1 4 %
, 兵庫 9 %

四 国遍 路 大 阪 20 %
, 愛知 1 4 % , 愛媛 13 %

前 田 卓,
1 9 7 0

西 国巡礼 の 出身地 は近 畿全体 で は 8 割以 上 て あ り, 四国 遍路

で はやや 広 く近 畿地方 周 辺か ら の 遍路 が 多い (表 4 ) (前 田
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卓,
19 70) ｡

現代 で は

とく に巡 礼

をする季 節

が大 き く変

化 しつ つ あ

る｡ と くに

四 国遍路は

春が最 多て

表 5 巡礼 の 季節

春 夏 秋 冬

西 国巡 礼 3 3 1 %
,

1 7 8 %
,
3 8 7 %

,
1 0 4 %

四 国遍路 6 3 8 %
,

1 1 4 %
,

2 1 9 %
,

2 8 %

前 門 申 (1 9 7 0) よ り

西 国巡 礼 3 1 6 %
,

2 2 1 %
,

3 2 6 %
,

1 3 6 %

四 国遍路 4 4 6 %
,

1 7 1 %
,

2 8 5 %
, 9 6 %

佐藤久光 ( 1 9 9 3) よ り

あ っ たの が
, その 比 率が低下 した (表 5 ) ｡ 四国遍 路は春に多

い
一

方て 冬に は激減して お り , 四 国が 南国 で あ る ため に春に

多い と い う説 明 に結び つ か な い
｡ 春には 大 師忌 が ある こ と,

豊 作予祝な どの 農耕儀礼 と つ なが るもの と解され る｡ また西

国巡礼で は春 と秋 に多か っ たが
, 春秋 の 占める割合は低下 し

て い る｡

これ らは, 巡礼 ･ 遍路は か つ て 特定の 季節に集 中 して い た

の が
,

通年化 して い る こ と を示 して い る｡ 現代 にお い て と り

わ け専業農家が激減 し, 農閑期と は無縁 の 人が 増え た こ とが

通 年化 にか か わ ると考 えられ る｡

Ⅵ おわりに

全 国 各地 に多数の 霊 地が あ り, そ の ネ ッ トワ
ー ク て あ る霊

場を, 多く の 巡 礼者が 訪ね て い る｡ 地 域 に よ っ て はさ ら に
,

霊 場の 複合 した霊場群と い うべ きもの もみ られ る｡ 本論て は

こ の 霊場を 中心 に して
,

まず現在 の 霊 場の 実態 に関 する現地

調査結果 を, 大 き く霊場 の 規 模別 に まと めた ｡ 次に霊 地
, 霊

場, 霊 場群 の 立地 環 境と特性お よび 年代 によ る変動に つ い て

分 析 した｡ そ して 仏教や 民 間信仰な どの 時 代 的変遷が
,

霊場

開 創に お よ ほ した影響 に つ い て 推定 した｡ それ らの 成 果 は,

以 下 の とお りで ある｡

1) 小 規模霊場 で は, 石 像が 露天 にあ るい は石 亀に納め られ

て ま つ られ る もの が多 い ｡ そ れ らの ネ ッ トワ
ー ク は, 線形 あ

る い は 円形 をす るなと , 規 則 的 に配列され る ようすが み られ

る
｡

2) 中規 模霊 場に は
, 滝 なと の 修行地 の 集合 し たもの な どが

あり, 類似 した霊 地群あるい は全体がや や等質的な霊域と い っ

た特色が あ る｡

3) 大 規 模霊 場で は
, 個 性的 で か つ そ の 地 を代 表 する名 刺 な

どが
, 不 連続に結 び 付けられ て ネ ッ ト ワ

ー

ク を構成す るよ う

すがみ られ る｡

4) 個 々 の 霊 地 は
, 山地 周辺 の 傾 斜地上 部 あ る い は下 部 に あ

る こ とが多 い
｡

か つ そ こ に は神社が 隣接 する こ とが 多い ｡

5) 多く の 観音霊 場 の 巡礼 路 は環 状 を呈 し, 周 辺 に 向 か い つ

つ 巡 拝をす る特色 か ある｡ 多く の 大 師霊 場の 巡 礼路 も環 状を

呈す るが , 中心 に 向か い つ つ 巡 拝 をする傾 向が あ る｡

一

方 形

状 が 直線 的 な もの と して , 街道 沿 い の 霊場 が あ る
｡

6) 東北 日本 には観音霊 場が多く
,

西 日本 には大 師霊 場が 多

い ｡ 観音霊 場 の 形 状に 適 した盆 地地 形 が東北 日本 に 多く
,

大

師霊場の 形 状 に 適 したな た ら か な 山地 あ る い は島な どは 西南



日 本に 多 い こ と に よる と考 え られ る｡

7) 主 と して 中世 には観音霊 場が
,

近til一に は大 帥霊 場が 開創

され た｡ 現代 に お い て , 薬師, 地蔵, 不 動 , 十 三 仏 な との 霊

場 が新 た に 開設 され
, 霊 場 は多様化 ま た大規 模化す る傾 向か

み られ る｡

8) 神の]W られ る場 は修 行 の 場 て もあ り, 霊場と もな っ た ｡

し か し神はと きに 招い て 把 る 一

方 , 仏 は石 像 なと と して 安 置

さ れ る｡ 個々 の 霊地 とし て み たと き の 神は, 巡 礼する霊 場 て

は仏 の 性格 を′帯ひ る｡ 霊場か 開創され る とそ こ に は仏 教的 性

格か何 F
-j

'

-さ れ る こ と とな っ た｡

9) 観竜 , 不動, 地蔵, 薬師なと は真言系寺院 の ほ か , 禅 系

寺院に も ま つ られた｡ 禅系 寺院も これ ら の 諸仏 を否定はせ す,

開創 に あ た り伝統的 な信仰対 象 を術承 した こ とか , 霊 場に禅

系 寺院も多い こ とに つ な か ると考 え られ る｡

1 0) 現代 て は孟場 の 性 格も変化 して い るか, とく に 巡礼 の 季

節か 春 ｡ 秋 に限 らす通 年化 し
, また とく に 週 末に 霊 場を訪れ

る 人か 多 い こ と にあ らわ れ る｡ この 背景 に は農業人口 か 激減

し, 農作 業に 規 制さ れ な い 人た ちの 巡 礼か増え た こ と によ る

と考 え られ る｡

本 論て は 主と し て 立地 や 分布 に1:T
'

目 して 霊 場を分 析 し,
上

宗一己の よ うな 成果 を得 た
｡

たた し
, 霊 場 を成 り立 たせ る巡 礼 に

つ い てrf

l

l]接的 に しか ふれ て い な い
｡ 民 間信仰 て もさ まさ まな

神送 りて は人 々 か歩 き 回 っ て 神を移動させ る｡ 祭 り の 日 に は

多く の 人 々 の 集団に より, 神輿 が渡御 し
, さ らに は各 地 を巡

幸す る｡ すな わち 神は移動 し, 神を移 動さ せ る人が い る｡ 霊

場 も季 節行 事と して 集匝7 T 訪れ る が
, それ は民 間信仰や神社

祭1lfu に 類似 する｡ 霊場 は それ らか ら連 続的 な も の と捉え る こ

とかて き るた め, そ う し た人 々 の 行動 の 分 析 が必 要で あ る｡

たた し
,

近 年増え て い る よう に 日 時 を問わ な い 個 人的 な巡

礼 で あれ は, そ うした民間行 事や祭絶 とは異 なる こと に なる｡

また依 代 に 降 臨 した り, 人 に億依 した り, とき と し て 人 の 前

に現れ る神で あれ は
, そ れ らを巡 礼 する こ とも なく な る｡ ま

た西 方浄 土 の 仏 て あ れは , 各地 を訪 ね るま て も なく 西方 に 臨

め はよ い こ と に な る｡ そ の た め霊場 ･ 巡 礼 に は
, 不 動 の 神あ

る い は地 九 の 仏 , そ の 二卜地 に 密着した 固有 の 性格 を有す る も

の が潜 在 して い る｡ そ の た め人 々 の 観念 の 分析 も また 必要て

あ る｡

なお 霊場 に は三-† 三
,

八 十八 なと の 札所 番号かふ られ て い

る｡ 実際の 巡礼は 必す し も こ う した順 番に規定され る も の て

はな く, 開創当暗 と現 在 とで は大 きく 異 なる と考 え られ る｡

こ う した も の の 実態や , とく に 統 計に 現れ に く い 零細 規模 の

霊 場 の 調 査 は今後 の 課 題 て あ る｡
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